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2025年度事業計画書                           

[定款の事業名 ]  個人・家族の課題解決の仕組みづくり支援事業 

団塊の世代すべてが 75 歳以上の後期高齢者となる転換期である 2025 年となった今年度は、集落に暮

らす個人・家族が安心して暮らすための買い物や移動課題の解決がこれまで以上にさらにみんなの集落

研究所としても重要な位置づけの事業となる。一つには、2021年度に設立した「おもいやりの移動販売事

業者協会」を軸とした移動販売機能に求められる地域生活を支える仕組みづくり、持続可能な在り方や可

能性を検討する。また、人口減少社会において小人口でも幸せな暮らしを守れる地域の実現に向け、今年

度より岡山トヨタ自動車株式会社とみんなの集落研究所による包括連携協定を締結した。まずは新見市に

おいて、新見公立大学、地域運営組織や福祉事業所、新見市、公共交通事業者等と連携し、地域の移動困

難課題に対して、移動手段の確保と介護予防の両面を兼ね備えた事業モデルの検討を行う。 

 

[事業内容] 生活を支える移動販売機能の活用に向けたネットワーク 

「おもいやりの移動販売事業者協会」設立以降、特に研修などの人材育成に力を入れ、これから事業参

入や起業をする主体の支援ならびに事業者間での交流による情報交換等に取り組んできた。今年度は、

移動販売等を活用した中山間地域の集落と都市部住民の交流、各種行政事業との接続や連携（例：農村

RMO 事業関連の加算など）の可能性を探るなど、県内外の多様な主体で、それぞれの地域の生活を支える

仕組みづくりを検討する。 

 

[委託先等財源] 「おもいやりの移動販売事業家者協会」会費からの事務費等 

[実 施 日 時]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

[実施予定場所]  岡山県内集落、特に美作市上山地区 

[従事者の人数]  3人 [支出見込み額] 250(千円) 

 

[事業内容] 学官産民によるプラットフォーム立ち上げと社会実験支援 

大学を中心に取り組みが検討されている学官産民による「福祉交通共創プラットフォーム（仮）」の立ち

上げを目指すプロジェクトを支援する。介護予防と移動を組み合わせた交通の仕組みやコーディネート人

材の育成、学生による担い手育成を図りつつ、美作市上山地区でのモビリティプロジェクトでの経験も活

かし、社会実験ならびに持続可能な移動の仕組みづくりをサポートする。 

 

[委託先等財源]  （調整中） 

[実 施 日 時]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

[実施予定場所]  新見市内 

[従事者の人数]  5人 [支出見込み額] 1,700(千円)  
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[定款の事業名 ]  集落・組織の課題解決の仕組みづくり支援事業 

地域において、空き家・農地の管理・防災・福祉等、地域運営組織等に求められる解決すべき課題が高度

になる一方で、急速な人口減少や集落組織の小人口化によって、対症療法的解決の限界、地域運営組織

等の主体形成の限界を再認識し、支援の在り方を再検討する転換期に来ている。これまで自治会や町内

会単位では担えなくなる課題解決のための補完的な機能として、地域運営組織や小規模多機能自治等へ

の支援を行ってきた。一方で、農地などは伝統的に小範囲で集落営農が行われていることも多いため、地

域の範囲とテーマについての検討を行いながら、先行的に取り組む地域や行政等のパートナーと共に検

討を進めながら、具体的なケースづくりや支援体制の構築を深めていく。 

 

[事業内容]自治体の地域組織等支援体制の把握及び推進支援 

「研究所」としての把握・調査を改めて重要な位置づけとして据え、集落・組織の課題解決のため

の大きな柱として、地域運営組織の全県的な把握や調査を行い、今後求められる支援や方策のあり方

を検討する。調査を通して、複数自治体と行政の支援体制整備として、担当課を超えた連携のための

情報収集やワークショップ・研修会による地域状況の把握や仕組みの検討、地域へのアウトリーチ手

法のノウハウ提供及び検討を行う。 

県内自治体では、地域運営組織設置から 10年以上経過している自治体や、地域運営組織制度その

ものを有していない自治体など、それぞれ異なる現状に対して地域を支援するための仕組み改善を支

援しながらモデル的に地域計画策定支援や地域への趣旨説明等を引き続き行う。 

特に、美咲町においては平成 30年度以降、地域主体の課題解決活動地域が増えている中、モデル

ケースとして空き家活動や農地の話し合いを通した行政施策との協働、重層的支援体制整備事業にお

ける福祉部局との連携など具体的動きにつながっている。その実例をもって地域運営組織の存在意義

を改めて明確化し、庁内連携による支援体制の構築を図る。 

また、地域運営組織や小規模多機能自治といった従来の枠組みでは解決が難しい自治体や地域の状

況にも対応していける仕組みづくりの検証・検討に向けて、新たに自治体への調査や協働によるモデ

ル支援を図る。 

 

[委託先等財源] 美咲町・鏡野町・津山市・笠岡市・瀬戸内市・総社市・岡山県・京丹後市 等 

[実 施 日 時]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日   

[実施予定場所]  岡山県および岡山県内自治体（特に、美咲町・笠岡市・鏡野町・総社市・ 

高梁市・津山市・瀬戸内市・新見市・玉野市・井原市) 

[従事者の人数]  11人                   [支出見込み額] 13,000(千円) 
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[事業内容] 地域組織による個別課題支援体制構築の推進および支援 

さらなる人口構成変化が進む今後、より地域が主体的に話し合い、解決すべきと考えるテーマとして

「農地管理」「農業の継続」「空き家」「防災」等、より具体・実践的な解決策の提供が求められる。 

空き家・農地については、小集落で集落営農が行われている地域範囲も多くため、これに多機能を求め

ていく場合の在り方、小規模でもできる形の検討と、何層かの組織構成の中での分業をより明確化する方

策などを検討しながら進める。これまで県事業を軸に積み上げてきた経験やノウハウを活かし、改めて個

人で解決すべき問題から地域課題として捉え、地域の財産として維持されていくために、地域での共有財

産化（コモン化）、管理や利活用のための人材育成やネットワーク連携を図り、モデル地域での伴走支援と

自治体の支援体制構築を行う。 

空き家課題に取り組む地域組織、農村 RMO、一般 RMO（地域運営組織）と、各分野での組織形成が図れる

中で、地域内では何層かの組織構成によるあり方検討や自治体内では県事業で行う利を活かし、より一層

連動した取り組みを図る。その上で、中山間地域等直接支払制度や多面的機能支払制度など、国や県事業

の地域による効果的な活用の検討も含めて、行政庁内の運営体制や支援、政策転換も視野に入れた伴走

支援を行う。 

また、防災についても、今後 30 年以内に高確率で発生するとされている南海トラフ地震をはじめとして、

豪雨災害の危険性など、地域による備えが重要となる中で、自主防災組織や防災士等を対象とした研修

事業や県内地域住民同士のネットワークづくりについて、県内支援団体と協働のもと支援を行う。 

 

[委託先等財源]  岡山県委託事業 

[実 施 日 時 ]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

[実施予定場所]  岡山県内集落・自治体、特に笠岡市白石島地区・玉野市・津山市 

津山市上加茂地区・美作市上山地区・美咲町打穴地区 

[従事者の人数]  13人                   [支出見込み額] 9,000(千円) 

 

[事業内容]地域運営組織等の推進支援 

まちづくり協議会・住民自治協議会等、相談のある地域を中心に、地域の主体づくり・組織体制および地

域計画の見直しのサポートを実施する。また、津山市中心市街地においては国交省の「官民連携まちなか

再生推進事業」を活用し、津山市ならびに対象エリアのキーパーソンと連携しながら、将来ビジョンの策定

に向けて、令和６年度にエリアプラットフォームで検討したエリアコンセプト案を軸に、中心市街地に必要な

機能やあるべき姿を具体的に検討し、キーパーソンの主体性を高めるエリアマネジメントの支援や検証の

ためのサポートを行う。引き続き、集落大図鑑・農地の話し合いテキストの作成・発行を通じての地域の

ネットワーク構築を行う。 

 

[委託先等財源]  津山市(中心市街地)、まちづくり協議会等個別地域 

[実 施 日 時 ]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

[実施予定場所]  上記地域 

[従事者の人数]  9人    [支出見込み額] 3,200(千円) 
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[ 定 款 の 事 業 名 ]  地 域 を 支 え る 人 材 の 支 援 ・ 育 成 事 業 

岡山県内における地域・集落支援の積み上げにより、蓄積した支援ノウハウを支援者（自治体職員、福祉

や教育に関わる支援人材、中間支援者等）と共有し、支援スキルの横展開や地域を支える人材の支援・育

成を行う。また、高校生や大学生等の次世代の地域参画・チャレンジも人材育成と位置づけ、将来的な地域

づくりの担い手の発掘を図り、ユース世代の活動を通して、地域組織の課題解決活動にとって好影響・好

循環につながる機会をつくる。 

 

[事業内容]支援者支援 

笠岡市市民活動支援センターの運営アドバイスを通した地域支援・市民活動支援のための支援ノウハウ

の共有化・支援チーム形成ならびに地縁組織と NPO市民活動組織等との連携による課題解決支援、将来的

な支援施策の検討・研究支援を行う。また、県外市町村からの依頼についても状況に応じて、地域に出向

く際のファシリテーションの研修等を行い、支援者による対象や課題への気づきを促すための場づくり等

を行う中で、支援者連携事例や具体テーマの事業活用事例などの情報収集で県内における地域支援につ

なげる。 

[委託先等財源]  笠岡市・県外自治体 

[実施日時] 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

[実施場所] 笠岡市・中国 5県・岡山県・岡山市 

[従事者の人数] 7人   [支出見込み額]4,000(千円)    

[受益対象者の範囲及び人数] 50人 

  

[事業内容]次世代の参画・チャレンジを支える事業 

美作県民局地域での高校生との地域応援および関係人口に通ずる地域課題解決の取組、備中県民局地

域での大学生との課題解決に向けた取組を通して、次世代の地域参画をサポートを行う。若手世代が活躍

できる地域づくりと将来的な担い手発掘につながる地域愛着形成・人材支援、地域にとっては地域活動の

好循環と交流人口としての効果につながるチャレンジを支援する。また今年度は自組織でも、ユース世代

による地域課題の研究につながる地域参画のあり方を検討する。 

 

[委託先等財源]  岡山県美作県民局・津山東高校・津山中学校・備中県民局 等 

[実 施 日 時 ]  令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日   

[実施予定場所]  岡山県美作県民局管内 

[従事者の人数]  10人 [支出見込み額] 3,400(千円) 

 

[事業内容]講師派遣・委員 

講演、委員の派遣を行う。 

[実施日時] 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日  

[実施場所] 岡山県全域、全国 

[従事者の人数] 4人  [支出見込み額] 190(千円) [受益対象者の範囲及び人数] 80人 

 


